心友　市川森一さんを偲ぶ　　　　　　　　　　鶴田　章二
市川森一さんは大河ドラマ・黄金の日々やウルトラマンシリーズなど、人気ドラマの脚本を手がけたが、去年12月10日、70歳で逝去した。あまりにも早い旅立ちであった。
市川さんとは、実家が近所で高校・大学と一緒だった。

年齢は僕が1歳上だが、高校1年のとき病気で休学したため、復学した時は

1学年下になっていた。

市川さんは文学部、僕は写真部であった。

彼の実家は市の中心街でカメラ店を経営。写真部だったのでフイルム現像を良く頼んだ。

市川さんはシナリオライターを目指して日大芸術学部の文芸学科へ、僕は映画の世界に
憧れ映画学科へ進学した。
当時、諫早市は郷土の学生のため東京に学生寮を設けていた。諫早寮である。
ここで市川さんと3年間、同じ釜の飯を食って生活。お互いに森（シン）チャン、鶴さんと呼ぶ仲になった。
森チャンは、教授で後の文化庁長官、三浦朱門氏に師事し東京に残ったが、
僕は縁あって南日本放送に就職した。
大学卒業後、始めて出会ったのは、九州・沖縄地区の番組コンクールの審査会場である。森チャンは審査員の一人として参加していた。

顔を合わせると、いきなり「やぁー鶴さん」と声を掛けてくれた。

森チャンは僕の作品に高得点を入れてくれたが、残念ながら中央審査に進めなかった。この時は悔しくて、次は絶対１位を取って全国大会に行くぞ、と心に誓ったものだ。
そんなある日、森チャンから突然、電話があった。

「鶴さん大学時代、一緒に創ったフイルム持っているね？」という。
話を聞くと、ＴＢＳの深夜番組、イカ天に出演していて、若者が制作した番組を辛口批評したら「じゃあ、あんたが初めて創った作品を見せろ」と言う羽目になったと言う。
この作品、僕の卒業制作で、森チャンがシナリオを書き、僕が撮影したドラマ・海星(ヒトデ)である。目の不自由な弟を持つ姉と、町工場で働く男との悲恋物語。主演は森本レオ。盲学校や湘南などロケして16ミリフイルムで撮影した20分程のミニドラマ。すぐダビングして送った。
イカ天は鹿児島で放送されておらず見ることが出来なかったが、好評だったと電話があった。
この作品、会社に入社した際、当時のデススら数人に見せた以外、家族にも見せていない。
それから数年後、東京に主張した際、電話すると自宅に来てくれという。

広尾のマンションまで訪ねて行ったが、次作のシナリオの準備で忙しそうだった。
昭和60年、僕が制作した朝鮮人特攻隊員の番組「11人の墓標」が芸術作品賞や民放祭で最優秀賞を受賞した時、森ちゃんにやっと面目が立ったと思った。
そして昭和63年、我社の記者が制作した「未招の魂」が芸術作品賞を受賞した時、森チャンも芸術選奨を受賞した。
表彰式は東京の日本芸術院会館、我社の取材クルーに市川さんの受賞の模様を撮影してくれと頼んだ。西岡文部大臣から表彰される姿を編集して差し上げると、良い記念になったと喜んでくれた。
去年の暮れNHKが放送した芸術祭参加番組「蝶々さん」、これが森チャの最後の作品となった。この作品は賞を逃したが、審査発表の日、森チャンの実家にあった梅の古木が、中学時代に学んだ鎮西学園に寄贈され、森チャンの希望通り「蝶々さんの梅」と名付けられたとNHKニュースが伝えた。
きっと天国で見ていたに違いない。
番組創りに一生懸命邁進した森チャンの姿を、今も忘れることが出来ない。
どうか安らかにお眠りください。

